
１．基本情報
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２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（各部評価）

・分析

・評価及び対応方針

後期実施計画（令和３年度～令和５年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 「志」の教育　信頼される学校教育の確立

単位施策名称 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

目標値 89.2 89.4 89.6 89.8 90.0

実績値 85.8 90.4 87.2 84.9

達成状況 達成 未達成 未達成

目標値 89.2 89.4 89.6 89.8 90.0

実績値 83.3 90.3 75.0 61.8

達成状況 達成 未達成 未達成

目標値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

担当部 教育委員会

施策の
方向性

●開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域の協働により「コミュニ
ティ・スクール」の活性化を図り、学校も地域も子どもも元気になる「地域とともにある学
校」を目指します。
●学校現場の業務改善及び教職員の資質向上を推進するとともに、教育委員会と学校が連携・
協力・情報共有を緊密に行う体制を確立し、新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導体
制の整備に取り組みます。また、外部人材との連携を推進するとともに、教諭以外の多様な職
員が専門性を発揮して、子ども達を指導・支援する「チーム学校」に取り組みます。

1

「子どもと向き合う
時間が確保されてい
る」と感じる教員の
割合（小学校）

％

2

「子どもと向き合う
時間が確保されてい
る」と感じる教員の
割合（中学校）

％

3

R3
小学校・中学校とも目標を達成しました。
本格的に活用を始めた校務支援システム等により教職員の負担軽減を行うとともに、各学校内
で熟議を行い業務改善を図りました。

R4

小学校・中学校とも目標を達成できませんでした。
令和3年度に比べ学校活動が少しづつ戻る状況の中、町内小中学校教頭（業務改善推進担当
者）会で熟議を行い業務改善に努めるとともに、校務支援システムの活用やスクールカウンセ
ラー等を配置し教職員の負担軽減に努めました。

R5
小学校・中学校ともに目標値未達成となりました。
教員の体感に係る指標であるため、客観的妥当性という色合いは濃くありませんが、小学校・
中学校ともにＲ３年度以降低下し続けている事実は、留意すべき事態と考えます。

R3

今後も、継続的に業務改善を行い、子どもと向き合う時間の確保に努めます。

R4

R5
目標値は未達成ですが、事務事業は２事業ともに目標値を達成しています。
事務事業において、地域が学校に関わる取り組みを推進していることから、新しい時代の教育
に向けた持続可能な学校支援体制は構築できているものと考えます。

【参考】施策の推進に要したコスト（事務事業） (単位:千円)
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事業名称 R3 R4 R5 計

コミュニティ・スクール運営事業 286 701 812 1,799 

地域学校協働活動推進事業 601 687 593 1,881 

合計 887 1,388 1,405 3,680 



１．基本情報

政策体系

2

1

2

２．活動実績

年度

３．事業目標（事業指標）

№

４．コスト情報(決算） (単位:千円)

後期実施計画（令和３年度～令和５年度）　事務事業評価シート

総合戦略

事務事業の名称 コミュニティ・スクール運営事業 事業番号 212101

担当部署名 教育委員会 学校教育課

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 「志」の教育　信頼される学校教育の確立

単位施策 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進

活動実績

指標名称 単位 区分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

目標値 93.2 93.3 93.4 93.5 93.6

実績値 92.1 92.7 93.6

達成状況 未達成 未達成 達成

指標の設定方法
　地域の力を学校教育に生かすことを目的としているため、学校の教育を信
頼（満足）していると答える保護者の割合を指標としました。

財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

R3 286 0 0 0 0 286

R4 701 0 0 0 0 701

R5 812 0 0 0 0 812

合計 1,799 0 0 0 0 1,799

①
「学校の教育を信頼(満足)
している」と答える保護者
の割合

％

区分 事業費合計

R3 ○ 町内7校において、設置した学校運営協議会を中心に、地域と学校が連携・協働した学校運営の充実を図り
ました。

R4 ○ 町内7校において、設置した学校運営協議会を中心に、地域と学校が連携・協働した学校運営の充実を図り
ました。

R5 ○

○

町内７校において、設置した学校運営協議会を中心に、地域と学校が連携・協働した学校運営の充実を図
りました。
年間３回実施される県主催の地域学校協働活動コーディネーター養成講座に各校から学校運営協議会委員
が参加し、各校における地域学校協働活動と学校運営協議会の一体化に向けての体制づくりを図りまし
た。

５．評価と対応方針（各課評価）

・分析

・評価及び対応方針

６．評価と対応方針（各部評価）

・分析

・評価及び対応方針

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

R3 事業目標は未達成でしたが、町内すべての学校の教育が信頼され、児童生徒が安心して通える学
校、保護者・地域が安心して通わせることのできる学校づくりを推進しました。

R4 事業目標は未達成でしたが、学校運営協議会において、各校が目指す学校像を明確に示し、取組
みについては共有できるようにする等、町内すべての学校の教育が信頼され、児童生徒が安心し
て通える学校、保護者・地域が安心して通わせることのできる学校づくりを推進しました。今後
は、社会教育課と連携しコミュニティスクールに係る協議会を実施する等、学校、地域、保護者
が一体となる取組みを推進します。

R5 事業目標は達成しました。学校運営協議会において、各校が目指す学校像を明確に示し、取組み
については共有できるようにする等、町内すべての学校の教育が信頼され、児童生徒が安心して
通える学校、保護者・地域が安心して通わせることのできる学校づくりを推進しました。また、
県主催の地域学校協働活動コーディネーター養成講座への参加を促すとともに、社会教育課と連
携しコミュニティスクールに係る協議会を実施する等、学校、地域、保護者が一体となる取組み
を推進しました。

R3 今後も、学校教育が信頼される学校づくりを推進します。

R4 今後も、学校教育が信頼される学校づくりを推進します。

R5 今後も、学校教育が信頼される学校づくりを推進します。

R3 事業目標は未達成でした。
各校で実践されている学校・地域・保護者の取組みについて、更なる情報共有が必要と考えま
す。

R4 事業目標は未達成となりました。
各校で実践されている学校・地域・保護者の取組みについて、更なる情報共有が必要と考えま
す。

R5 実績値が令和３年度以降次第に上昇する中で、３年目で目標値を達成しました。
実施してきた活動が徐々に浸透し、認識され、実を結んだ結果であると考えます。

R3 今後も、地域から信頼され、地域とともにある学校づくりを推進します。

R4 今後も、地域から信頼され、地域とともにある学校づくりを推進します。

R5 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進という施策を具現化する取組みとして、本事
業を継続していく必要を感じます。



１．基本情報

政策体系
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1
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２．活動実績

年度

３．事業目標（事業指標）

№

４．コスト情報(決算） (単位:千円)

後期実施計画（令和３年度～令和５年度）　事務事業評価シート

総合戦略

事務事業の名称 地域学校協働活動推進事業 事業番号 212102

担当部署名 教育委員会 社会教育課

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 「志」の教育　信頼される学校教育の確立

単位施策 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進

活動実績

指標名称 単位 区分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

目標値 21 21 21 21 21

実績値 21 21 21

達成状況 達成 達成 達成

指標の設定方法
　地域と学校が連携・協働することが目的のため、活動事業数を指標としま
した。

財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

R3 601 0 400 0 0 201

R4 687 0 396 0 0 291

R5 593 0 284 0 0 309

合計 1,881 0 1,080 0 0 801

① 活動事業数 回

区分 事業費合計

R3 ○ 地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し、学校支援活動を実施しました。

R4 ○ 地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し、学校支援活動を実施しました。（小中学校7校
×3事業）
・学習のサポート（図書の読み聞かせ、授業の補助など）
・環境のサポート（花壇の整理、校内の清掃、図書の整理など）
・安心安全のサポート（登下校の見守り、校外学習の引率支援など）

R5 ○ 各小中学校全校において、3事業の学校支援活動を実施しました。
・学習のサポート（図書の読み聞かせ、授業の補助など）
・環境のサポート（花壇の整理、校内の清掃、図書の整理など）
・安心安全のサポート（登下校の見守り、校外学習の引率支援など）

５．評価と対応方針（各課評価）

・分析

・評価及び対応方針

６．評価と対応方針（各部評価）

・分析

・評価及び対応方針

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

R3 地域全体で子供たちの成長を支えるため、地域と学校が連携・協働し活動するための会議や支援
活動を小・中学校で実施し、目標を達成しました。

R4 地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し、目標を達成しました。

R5 地域の活動者と学校が相互にパートナーとして連携・協働した学校支援活動を行い、目標を達成
しました。

R3 各学校の地域学校協働活動で地域との連携がより良く行えるよう支援していきます。

R4 引き続き、各学校の地域学校協働活動において、地域との連携がより良く行えるよう、研修・交
流会の開催を行い、活動を支援していきます。

R5 引き続き、各学校の地域学校協働活動において、地域との連携がより良く行えるよう、研修・交
流会の開催を行い、活動を支援していきます。

R3 事業目標は達成しました。
引き続き、学校支援活動を実施していきます。

R4 事業目標は達成しました。
各学校にて、継続して学校支援活動を実施しました。

R5 目標値を達成することで、学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進を図ることができ
ました。

R3 今後も、地域と学校が連携し学校支援が行えるよう支援していきます。

R4 今後も、地域と学校が連携し学校支援が行えるよう支援していきます。

R5 まさしく「チーム学校」を体現した事業であり、継続して取り組みます。


